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年号：1963年 

月日：8月 16日～18日 

災害名：新燃岳噴火の概要 

 

新燃岳位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1959(昭和 34)年新燃岳噴火の概要】 

・1959年 2月 17日 午後 2時 50分ごろ、宮崎・鹿児島両県境の霧島山系新燃岳(1,421m)の

旧水口淵が突然ごう音ともに爆発、鳴動を伴いながら 2,000m上空まで黒煙を噴き上げた。 

・登山道は噴石で埋まり、周辺の市町村は硫黄のにおいが立ち込め降灰で昼間も薄暗く、

折からの小雨で道路はドロドロとなるなどの大きな被害をもたらした。 

・宮崎県高原町資料によると、新燃岳噴火による被害額は約 9,500 万円であり、様々な応

急措置が施されている。 

 

 

  

出典：国土地理院  

新燃岳 
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▲1959(昭和 34)年新燃岳噴火の被害額の概要   出典：広報たかはる（高原町提供） 
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▲1959(昭和 34)年新燃岳噴火の応急措置（高原町）    出典：高原町提供資料 

 


